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序

岡山県広域水道企業団は、広域交通網の整備によって西日本の新しい中核拠点として発

展している岡山県の将来の水需要に対し、水質• 水量共に安定した水道用水を広域的に供

給するための事業を進めています。

本県の三大河川のひとつである吉井川において、現在、建設省の直轄事業として建設さ

れている「苫田ダム」等の水資源を有効に利用するため、岡山市寺山地区において吉井川

からの取水施設およぴ浄水施設（岡山浄水場）をこの 3月に完成させ、あわせて、そこか

らの送水施設の整備も推進しています。

今回の発掘調査の対象地は、岡山浄水場の西約soomに位罹する丘陵地であり、将米、 2
ガ3,000面の水を貯える鋼製タンク 2碁を備える岡山調整地の計画敷地です。

岡山浄水場で浄化処理した水を、平成11年の春には、この岡山調整池を通って岡山市（西

大寺）、山楼町、赤坂町、吉井町、佐伯町、和気町へ送水を開始する予定です。

この計画敷地およびその周辺に山城跡ならぴに古墳が分布しているため、発掘調査を岡

山県教育委員会に委託しました。その結果、山城跡は大H幡山城の出城跡と判明し、古墳

からは円筒埴輪や直J]等の鉄製品が出土するなど貴重な成果を上げられました。

本書はこれらの発掘調査の記録であり、これが埋蔵文化財に対する認識と理解を深める

とともに、学術・文化等のために広く活用されることを期待します。

最後に、この発掘調査ならびに本書の編集にあたられた岡山県教育委員会をはじめとす

る関係各位に対し、心より感謝申し上げます。

平成 9年3月

岡山県広域水道企業団

事務局長小野賢治
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岡山県は、県北部から流れでる旭川・吉井川・高梁川の三大河川を中心として、豊かな

風土と歴史を形成してきました。なかでも吉井川下流域は、かつての高瀬舟の運航に代表

されるように、西大寺や伊部といった交通・産業の要衝が控え、歴史的には国指定史跡で

ある浦間茶臼山古墳や中世の西日本では有数の尚業都市であった福岡の市が存在するなど

注Hされる地域です。

一方、岡山県と流域の関係市町は岡山県広域水道企業団を結成し、水資源の有効利用を

目的として岡山市寺山地区に調整池を建設することを計画しましたが、その予定地内には

大日幡山城が周知されていたことから、岡山県教育委員会は、岡山県広域水道企業団と十

分に協議を重ね、平成 3年度に浄水場予定地内については試掘調査を、調整池および工事

用道路用地内については分布調査を実施しました。その結果、止むなく文化財の現状保存

ができない調整池、工事用道路用地内に立地する 2基の古墳及び山城跡について、記録保

存のための全面調査を平成 7年度に実施することになりました。

発掘調査の結果、 2 基の古墳のうち、寺山 7 号墳からは円筒埴輪や須恵器• 土師器をは

じめ、直刀や馬具を含む鉄製品が出土しました。この調査で当該地区において希薄だった

前半期古墳の実態の一端が垣間見えたのではないかと思われます。山城跡は、出土遺物は

全体的に少なかったものの、遺構としては西側に堀切が発見されたことから、本格的な中

惟期の山城で、大H幡山城の出丸跡と判明しました。また、新たに弥生時代の墳丘墓や古

墳時代の土器棺墓、中世の古道が検出されるなど貴重な成果をあげることができました。

このたびの発掘調査の成果が、文化財の保護や研究の一助として活用され、また地域の

歴史を学習する資料として大いに活用されることを願ってやみません。

最後になりましたが、発掘調杏及ぴ報告書の作成にあたり、岡山県広域水追企業団岡山

調整池建設に伴う埋蔵文化財保護対策委員会の先生方には数多くの御指導と御助言を賜り、

また岡山県広域水道企業団の関係各位からも多大な御協力をいただきました。記して厚く

お礼申し上げます。

平成 9年 3月

岡山県教育委員会

教育長森崎岩之助



例 HI 

1 . 本報告書は岡山浄水場建設に伴い、岡山県広域水道企業団の委託を受けて岡山県教育委員会が発掘

調査を行なった、大H幡山城出丸跡ほかの発掘調査報告書である。

2 . 調査を行なった各遺跡は、岡山市寺山・内ケ原に所在しており、全体の調査面積は2400面である。

3. 調査としては試掘調査およぴ全面調査を行い、試掘調査は平成 3年5月に岡山県教育庁文化課の宇

垣匡雅が、全面調査は平成 7年4月から同年9月まで岡山県古代吉備文化財センターの槙野芳典と根

木智宏が担当した。

4. 発掘調査およぴ報告書作成にあたっては、岡山県広域水道企業団岡山浄水場建設に伴う埋蔵文化財

保護対策委員会を設け、下記の方々に委員を委嘱した。対策委員各位からは終始有益なご指導とご助

言を項いた。記して深く感謝する次第である。

神谷正義（岡山市教育委員会）

亀田修一（岡山理科大学理学部助教授）

新納 泉（岡山大学文学部助教授） （平成 7年度）

西川 宏（岡山理科大学非常勤講師）

根木修（岡山市教育委員会）

鳥場昌ー（邑久町教育委員会）

松木武彦（岡山大学文学部助教授）

間壁忠彦（倉敷考古館館長）

（五十音順、敬称略）

5 • 報告書の執筆および編集は、岡山県古代吉備文化財センター職員の根木智宏が担当し、平成 8年4

月から同年9月にかけて行なった。

6 . 本報告書に係わる石材については、倉敷芸術科学大学教養学部の妹尾護助教授に依頼し、有益な

教示を受けることができた。記して感謝の意を表する次第である。

7 . 出土遺物および図面・写真類は、岡山県古代吉備文化財センター（岡山市西花尻1325-3) において

保管している。



凡 例

1 . 本書に用いた高度は、海抜高である。

2. 本書の掲載図に示している方位は、すべて磁北である。

3. 本報告書の遺構およぴ遺物実測図・遺物写真の縮尺率は、下記のとおりに統一しているが、例外に

ついては縮尺率を明記している。

遺構実測

全体図 1/500 土壊•溝状遺構 1/40 土層断面図 1/40 

遺物実測

土器・瓦 1/4 金属器 1/2 

遺物写真

土器 1/3,1/4 金属器 1/2 石器・古銭 1/1 

4. 大日幡山城出丸跡の調沓については、国土座標にしたがって、 lOmの方眼を調査区に設定して、実

測を行なった。

5. 第2図は、国土地理院発行の 1: 25,000地形図「備前瀬戸」を複製し、加筆したものである。

6 • 埴輪の外面調整方法で用いた分類は、以下の論文に準処した。

川西宏幸「円筒埴輪総論」『考古学雑誌』 64-2 1978年9月
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第 1章地理的・歴史的環境

大日幡山城ほか関連遺跡（以下、関連遺跡）は、岡山市寺山・内ケ原地内に所在する遺跡群である。

岡山県下には、中国山地内に源を発する旭川をはじめ吉井川・高梁川といった三大河川が南流して瀬

戸内海に注いでおり、岡山県南部に肥沃な沖積平野を形成している。

その中でも吉井川の流域は、以前の高瀬舟の往米からもわかるように全体的に流れが緩やかで、特

に下流部分にあたる岡山市東部や長船町・備前市の西部といった千町平野の付近は、丘陵部の標高が

海抜lOOmぐらいからzoomまでと比較的なだらかで、山麓の平地には実り豊かな氾濫平野が広がって

ぃ羞し
関連遺跡のある大日幡山付近の当該地区の平地部分は、吉井川の数次にわたる氾濫によって形成さ

れた低地と自然堤防に明瞭に分けられ、地形的には集落が形成される安定した微高地は認められない。

当時常に安定した土地は、山麓に形成されたわずかな扇状地に限られていたようである。現在の地名

の沼や平島といった字名からも、こういった自然地理的状況の名残を理解することは難しくないであ

ろう。

現在、関連遺跡が立地している大日幡山付近は、現在の地名でいう岡山市寺山と内ケ原・浅川・楢

原・オ崎の各地区にまたがっているが、かつては古代の律令制施行以来、近世にいたるまで備前国に

あって、その郡名は近年まで上道郡と称していた。

では、大日幡山の付近でいかなる歴史的発展が見られたであろうか。当該地区の付近において1日石

器時代の遺構・遺物は、現在のところ確認されていない。また、近隣では大日幡山南側に位置する岡
(Z) 

山市百枝月の西畑地区から柳葉形の石槍の一部が出土しているのみである。

縄文時代になっても遺構・遺物の状況・傾向は変わらない。周辺部に集落の痕跡は、現在のところ

確認されていないが、前期では岡山市沼貝塚、

後期では竹原貝塚が山麓部に形成され、よう

やく人々の生活の痕跡がみられるようになる。

ま • な遺物ではあるが、岡山市浦間に

立地する浦間茶臼山古墳の石櫛の棺床粘土中

から縄文時代のものと思われる石鏃が3点出
(4) 

土している。

これらのことから大日幡山近辺での縄文時

代以前の生活活動は、比較的緩やかな丘陵部

分に限られ、集落の存在を思わせる遺構群の

発見は、難しいのではないだろうか。

しかし弥生時代になると、前代までの山麓

部分の僅かな扇状地地形に加え、平地上にも

集落形成の萌芽が認められるようになる。近

年発掘調査が行なわれ、当該地区の集落形成

の初現と思われる岡山市西祖の西祖山方前遺

t r、へJバーヘ、
八:~三＼□
:~ ~y ( 

{、＼

第 1図遣跡位置図
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第 1章地理的・歴史的環境

(5) 

跡や西祖橋本（御休幼稚園）遺跡から弥生時代中期後半から後期末の遺構・遺物が確認されている。

さらに浦間茶臼山古墳の墳丘盛土の中からも後期の土器片が数点出土していることからも、一定規模

の集落形成が十分考えられる。また大日幡山南麓部のオ崎地区には、地点が特定できないが銅剣・銅

矛をはじめとした青銅器が多数出土しており、南側の徴高地上に立地する高下遺跡等との関連性も含

め、山麓南側にも大規模な集落の立地が考えられる。

古墳時代前半期になると、当該地区ではまず突如として浦間茶臼山古墳が築造される。浦間茶臼山

古墳は、海抜25mほどの低丘陵地に築かれた県下では最古にして最大の前方後円墳で、昭和63年には

発掘調査が行なわれている。その後、吉井川右岸においては一層の定住化が進んだのか、大日幡山の

山上には、茶ノ子山古墳や角山東塚古墳、内ケ原古墳群、浅川古墳群など大小に関わらず、多種の古

墳が築成されている。茶ノ子山古墳は発掘調査はされていないが、墳長約25mの造出を持たない前方
(8) 

後円墳で、後円部の項部に竪穴式石榔が築かれている。調査例としては、銅鏡や筒形銅器が出土した
00) 

浅川 2号墳.3号墳や、直刀をはじめ、多くの金属器が出土した佐古山古墳などがあるが、これらわ

ずかな資料で当該地区の概要を知ることは困難である。しかし近年では、岡山市竹原の高下遺跡の発

掘調査が実施され、弥生時代後期から継続する比較的大規模な集落の存在も判明しつつある。

古墳時代も後半期になると、古墳の築造数が大幅に減少する。規模の大きなものでは、寺山 7号墳・

8号墳の東側に位置し、横穴式石室を有する角山西塚古墳や岡山市吉井に立地する全長約30mの前方

後方墳の石津神社裏山 2号墳がみられるに留まっている。特に、大日幡山の山上は、戦後のプドウ畑

開墾等によって多くの古墳が破壊されたとしても、吉井川左岸の比較的遺構密度の高い状況とは全く

異なる展開を示している。

古代の当該地区は律令制の施行に伴い上道郡内に含まれたが、奈良時代以降は特に目立った遺構・

遺物は検出されていない。しかし、唯一岡山市吉井の吉井廃寺の一部が岡山市教育委員会によって試

掘調査され、西門およぴ築地の甚壇と推定される遺構の一部と、平城宮式の瓦や緑釉陶器などの遺物

が出士している。この吉井廃寺は吉井川が平野部に流れ出る地点に位置しており、その詳細な実像は

なお不明ながらもこの付近が当時から重要な拠点であったことは十分に理解されよう。

遅くとも平安時代末期の大H幡山の山麓は、立荘記事・地域からみても福岡荘の荘域に含まれてい
QO) 

たものと推定ざれる。地理的には、大日幡山の対岸に邑久郡長船町の備前福岡遺跡が立地しており、

昭和59年度の町教育委員会による確認調査において、柱穴• 溝等の遺構をはじめ、備前焼などの遺物
ふくおかのいち

が多数出土している。今Hでは備前福岡遺跡が著名な福岡市の故地であることは衆目の一致するとこ

ろであろう。福岡市は、吉井川の水運能力を背景として、また中世には山f易道の経路が福岡荘の北辺

部を通過するようになったことによって、当時の西日本有数の商業都市として発展を遂げていった。

• このように経済的地域基盤が整備されることは、軍事的にも重要な地点となることでもある。現在、

吉井川の西堤防上と東河川敷に一部分が残っている福岡城から半径2kmの範囲内に見える中世期の山

城は、遺跡地図に記載されているだけでも 6ケ所を数える。時期は各々異なり、一概には言えないが、

この地の経済的基盤を背景とした軍事的にも重要な拠点であったことを示しているものと考えられる。

大日幡山城も出丸を含め地域的重要性とあいまってつくられたと言えるであろう。

しかしこのように繁栄を極めた大H幡山の山麓地域ではあるが、大永年間(1521-1528)と天正19(1591) 
(l2) 

年の洪水によって、福岡市の大半は流出したことが今日知られている。戦国時代の後半期には、宇喜

多秀家の台頭によって政治経済の中心は現在の岡山市街地に移り、江戸時代には城下への街道筋とし
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第 2図周辺の遺跡分布図(1/25,000)

1 . 寺山 7号墳.8号墳
2. 大日幡山城出丸跡

3. 寺山古墳群
4. 大日幡山城

5. 茶の子山古墳
6. 角山西塚古墳

7 . 角山東塚古墳

8'内ケ原古墳群
9 . 佐古山古墳
10. 楢原古墳群
11. 浅川古墳群

12. 浦間茶臼山古墳
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13.-8市古墳

14. 吉井廃寺
15. 吉井城跡
16. 福岡城跡
17. 福岡奥之城跡
18. 備前福岡遺跡

19. 新庄山城跡
20. 百枝月西畑遺跡
21. 北ノ房古墳群

22. 王子ノ鼻古墳群



第 1章地理的・歴史的環境

て整備がなされ、明治以降、各村々が合併して上道町を形成し、近年岡山市と合併して今Hに至って

いる。

註

(1) 岡山県企画部土地対策課 『士地分類甚本調査 和気•播州赤穂』 1982年3月

(2) 岡山市市役所 『上道町史』 1973年3月

(3) 木村幹夫「岡山県上道郡竹原貝塚について」『吉備考古』第87号 1953年12月

(4) 浦間茶臼山古墳発掘調査団 『岡山市浦間茶臼山古墳』 1991年2月

(5) 岡山市教育委員会『西祖山方前遺跡西祖橋本（御休幼稚園）遺跡発掘調査報告』 1994年 3月

(6) 地元の間き取り調査による。

(7) 近藤義郎編『前方後円墳集成中国・四国編』 1991年2月

(8) 岡山県教育委員会『岡山県埋蔵文化財報告』 21 1991年3月

(9) 鎌木義昌『岡山の古墳』（岡山文庫 4) 1964年10月

(10) 国立歴史民俗博物館「日本荘園データ」 2『国立歴史民俗博物館資料調査報告書』 6 1995年 3月

(11) 長船町教育委員会『長船町埋蔵文化財分布地図』 1987年3月

(12) 藤井駿編『吉井川史』 1967年 1月
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第 2章調査および報告書作成の経緯

第 1節 発掘調査に至るまでの経緯

岡山県は、流通センターや吉備高原都市の整備をはじめ、瀬戸大橋、山闊自動車道の完成を核とし

た中四国の中核拠点として今後の発展が見込まれている。このような状況を背景にして、県下各地に

おいて地域開発の進展、都市化の進行等に伴い、水道水の需要が一層高まることが見込まれるので、

安定した水資源の確保のために上水施設の建設が必要とされている。このことから三大河川の一つで

ある吉井川流域においては、 L流部で吉井川の治水およぴ長期的な水資源の確保を H的とする建設省

の直轄事業の苫田ダム建設が進められている。一方下流域では、岡山県と流城の関係市町が岡山県広

域水道企業団を結成し、その水資源の積極的な有効利用を目的として岡山市寺山地区に浄水場を、大

H幡山の山上に調整池を建設することが計画されることとなった。

この事業について、岡山県広域水道企業団は、平成 3年2月25日付け文書で、岡山市寺山地区にお

ける埋蔵文化財の調査について、岡山県教育委員会に協議申請を行なった。

この協議において現在の遺跡分布地図には、建設用地内に周知の遺跡は含まれていないことが確認

された。しかし岡山県教育委員会は、対岸には中世福岡荘の中心地である備前福岡遺跡があり、吉井

川を挟んで当該地区まで遺跡の範囲が広がっている可能性も考えられることや、調整池が建設される

大日幡山の項上部分には大H幡山城という中世の山城跡が立地することから、改めて用地内の試掘調

査と分布調査を実施することで、岡山県広域水道企業団と合意に逹した。その後、平成 3年5月22B 

と23日に岡山県教育委員会文化課によって試掘調査と分布調査を行なった。試掘調査では浄水場の用

地内には遺構・遺物は認められなかった。分布調査では調整池に廊かう上事用道路上に古墳状の地形

が1-2ヵ所、調整池建設予定地内には西側に堀切を有する中世の山城跡と思われる平坦面を確認し

た。

結果として、浄水場予定地内は中憔福岡荘の荘域内には人らず、吉井川の旧流路もしくは山麓の低

地であったものと考えられるので施設建設時の全面調査は不要、山上の確認された遺跡については、

設計・施行によって遺跡の破壊が回避ができないときには改めて全面調査を行なうことで、岡山県教

育委員会は、岡山県広域水道企業団との間で合意した。

同年7月12Bに再度、岡山県教育委員会文化課は古墳状の地形の確認を行ない、 8月22Bの岡山県

広域水道企業団との再協議で、調整池に向かう工事用道路上に古墳が2碁存在する旨を岡山県広域水

道企業団に伝えた。

その後、岡山県教育委員会は、岡山県広域水道企業団との間で用地内での設計変更も含め、協議を

重ねてきた。しかし企業団が主張する施設整備の重要性や、今後の水事情の変化に対応できる早急な

施設建設の実施が望まれることや、先般の分布調査で確認されている古墳と中世の山城跡の現状での

保存は設計面から困難であることなどから、止むなく遺跡の記録保存の措閻を執ることを決定し、平

成7年度に対象となる遺跡群について全面発掘調査を実施することで岡山県広域水道企業団と合意に

達した。

-5-



第2章調査およぴ報告書作成の経緯

第2節 発掘調査および報告書作成の体制

岡山浄水場建設に伴う発掘調査は、岡山県教育委員会が岡山県広域水道企業団から委託を受け、岡

山県教育委員会文化課が平成 3年度に確認調査と分布調査を、岡山県古代吉備文化財センターが平成

7年度に対象地の全面調査を実施した。

また発掘調査およぴ報告書作成にあたっては、遺跡の保護、保存ならぴに調査の専門的な指導およ

び助言を得るため、岡山県遺跡保護調査団の推薦を受けた方々に「岡山県広域水道企業団岡山浄水場

建設に伴う埋蔵文化財保護対策委員会」の委員を委嘱した。

岡山県広域水道企業団岡山浄水場建設に伴う埋蔵文化財保護対策委員会 委員

神谷正義 岡山市教育委員会 根木修 岡山市教育委員会

亀田修一 岡山理科大学理学部助教授 馬場昌一 邑久町教育委員会

新納泉 岡山大学文学部助教授 松木武彦 岡山大学文学部助教授

（平成8年3月まで） 間壁忠彦 倉敷考古館館長

西川宏 岡山理科大学非常勤講師

発掘調査

平成 1年度

岡山県教育委員会 次 長 葛原克人

教育長 森崎岩之助 （文化課本務）

教育次長 黒瀬定生 総務課

岡山県教育庁文化課 課 長 丸尾洋幸

課 長 大場 、9ヽ子ロ, • 課長補佐 井戸丈二

課長代理 樋本俊二 （総務係長事務取扱）

参 事 葛原克人 主 禾旦 石井善晴

課長補佐 高畑知功 主 任 木山伸一

（埋蔵文化財係長事務取扱） 調査第三課

主 任 若林一憲 課 長 柳瀬昭彦

岡山県古代吉備文化財センター 第三係長 江見正己

所． 長 河本 清 文化財保護主査 横野芳典（調査担当）

次 長 高塚恵明 主 事 根木智宏（調査担当）

-6ー



第2節 発掘調査およぴ報告書作成の体制

報告書作成

平成 8年度

岡山県教育委員会 次 長 葛原克人

教育長 森崎岩之助 （文化課本務）

教育次長 黒瀬定生 文化財保護参事 正岡睦夫

岡山県教育庁文化課 総務課

課 長 大場 • 臼.ロ.三.. 課 長 丸尾洋幸

課長代理 松井英治 課長補佐 井戸丈二

参 事 葛原克人 （総務係長事務取扱）

課長補佐 乎井 勝 主 木旦 木山伸一

（埋蔵文化財係長事務取扱） 調査第三課

主 フ旦 若林一憲 課 長 柳瀬昭彦

岡山県古代吉備文化財センター 課長補佐 井上 弘

所 長 河本 清 （第二係長事務取扱）

次 長 高塚恵明 文化財保護主事 根木智宏（報告書担当）

第 3節 発掘調査・報告書作成の経過と H誌抄

発掘調査

発掘調査は、山麓に近い古墳から着手した。現地に赴いてみると、平成3年の分布調査の時に確認

された古墳の位置が事前の伐採作業の後にも関わらず判然としなかった。

調査としては、まず最初に全長約2amのトレンチを東西方向に設定し、断面観察による確認に力を

注ぐこととした。薄い表土を除去すると、明黄橙色の山土が認められ、表土と山土との間に中世から

近世のものと考えられる瓦片が多数出土した。その後、 トレンチ束端と約lOmほど西側の地点から、

地山面を削り込んでつくられた周堀と墳丘の盛土の一部が検出されたことで、分布調査の際に確認さ

れた古墳であろうと認識した。さらに、別の地点から直径約Im程のくぽみが現状で確認され、盗掘

塙と考えられたのでトレンチを西側へ延長した。トレンチの断面にはよく似た墳丘状の盛土が観察さ

れ、項部のくぽみの直下から箱式石棺が認められた。これらのことを受けて他にも隣接する古墳はな

いか、さらにトレンチを延長したが、その他の地点は表土の直下が岩盤で古墳の立地は認められなか

った。

このことから、平成 3年度に行なわれた分布調査の時に確認された古墳は 2甚として、調査を開始

した。当該の古墳2甚は、『岡山市埋蔵文化財分布地図』には記載されていないが、名称を付けるにあ

たって現在6号墳まで確認されている寺山古墳群の範囲内に位置していることから、東側を「寺山 7

号墳」、西側を「寺山 8号墳」とし、名称については埋蔵文化財保護対策委員の方々の了承を得た。

中世の山城跡は古墳群の調査が終了後、郭面や斜面部分の下草刈りや伐採した樹木の除去作業から

調査を開始した。調査は、測量用の基準杭を設定後、 トレンチを設定して築城時の構築状況の把握に

-7-



第2章調査および報告書作成の経緯

努めた。当該山城は、寺山 7号墳.8号墳と同じく『岡山市埋蔵文化財分布地図』に記載がなく、調

査結果等からすれば大B幡山城の出丸跡と考えられるので、新たに「大日幡山城出丸跡」とした。

その他、尾根筋に若千不明瞭ながら不自然な盛土状の地形が認められたので、調査依頼者を通じて

専門業者に工事用道路用地内全面の立木伐採作業をしてもらった。終了後、改めて表面腐葉土の除去

作業を行なって尾根筋に沿ってトレンチを計10本設定したところ、 3ヵ所のトレンチから 6世紀代の

ものと考えられる土器棺墓と弥生土器が多数出土する地点• 中世の古道跡が検出された。このうち、

弥生土器出土地点を「寺山 9号墳」として調査を開始したが、調査範囲の中で主体部が確認されなか

った点や明瞭な盛土が確認されなかった点など疑問が残るものであったが、本報告書では弥生墳丘墓

として報告する。

調査日誌抄

平成 7年 7月28日 第1地点調査開始

4月1日 事業開始 寺山 9 号墳•第 4 地点調査開始

4月10日 大日幡山城ほか関連遺跡資材搬入 8月7日 第 1地点調査終了

4月11日 寺山 7号墳.8号墳調査開始 第3地点調査終了

6月2日 大日幡山城出丸跡調査開始 9月6B 寺山 9 号墳•第 4 地点調査終了

6月14日 寺山 7号墳.8号墳調査終了 9月22日 埋蔵文化財保護対策委員会開催

7月21日 埋蔵文化財保護対策委員会開催 9月27日 大8幡山城出丸跡

7月25日 第2地点調査開始 調査終了、後片付け

7月26日 第2地点調査終了 9月28B 現場・事務所資材撤収

第 3地点調査開始 9月30B 事業終了

報告書作成

報告書の作成は、平成 8年度 4月から 9月まで専従職員 l名が行なった。

出土遺物の水洗・注記は発掘調査時にすでに終了しており、 4月からただちに整理・復元作業を開

始した。土器類については復元作業が終了したものから、また金属器については錆落としが済んだも

のから順次実測作業と写真撮影を行なった。

その後、遺構の原図を整理して、出米上がった遺物の実測図とともにトレース作業を 6月までに終

了した。 7月からは割り付け作業およぴ原稿の執筆作業に着手し、遺物の収納作業や遺構・遺物の実

測図の管理・保管作業等を平行して行ない、 9月末の整理期間終了とともにすべての作業を終了した。
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第 3図調査地区全体図(1/1500)
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第 3章発掘調査の概要

第 1節 寺山古墳群の遺構と遺物

今回調査を行なった寺山古墳群は、大日幡山の山項から束にのぴる南北2つの支丘上に位躍してい

る。そのなかでも寺山 7号墳.8号墳は南側支丘の海抜70m付近、墳丘墓と考えられる寺山 9号墳は
同じ支丘上の海抜87m付近にそれぞれ立地している。当該2基の古墳は『岡山市埋蔵文化財分布地図』

寺山 8号墳

Sm 

第4図 寺山 7号墳.8号墳調査前地形測量図およぴ瓦片出土地点(1/200)

0 Sm 
1---------------' 

第 5図寺山 1号墳.8号墳調査後地形測量図(1/200)
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第 3章発掘調査の概要

a
 

c
 3 2 1 

d 
72.0m 

゜
20m 

1 . 表土 3. 黄茶褐色土 5. 黄褐色士
2 . 暗黄褐色土 4. 淡緑灰色土

第 6図寺山1号墳墳丘断面(1/40)

には記載がなく、位置的には同一支丘上で用地外に位置する寺山 1号墳と、北側支丘上に位置する 2

号墳から 6号墳の古墳群と立地範囲が同一のものと考えられるので、分布調査の時に確認された 2甚

の古墳のうち、東側を「寺山 7号墳」、同じく西側を「寺山 8号墳」とした。

(1)寺山 7号墳

調査前の状況（第 4図、図版 1-1) 

調査前の分布調査では、僅かに約50cm程の小さな古墳状の地形が、幅の狭い大日幡山山項から東側

にのぴるもっとも大きな支丘上に築かれていた。全面調査時には、まず古墳の正確な位置を把握する

ために、東西に全長約25m程の土層断面観察用のトレンチを設定した。掘り下げてゆくうちに 7号墳

の周堀を検出し、続いて墳丘上からは円筒埴輪片や須恵器片• 土師器片が多数出土したので、改めて

全面調杏の範囲を設定し調査を開始した。

墳丘と周堀（第 5・6図、図版 2-5) 

前述のように墳丘上と周堀内からは、特に北側から東側にかけての地点を中心として円筒埴輪片が

多数出土し、東側の墳端部分では僅か2ヵ所ではあるが原位置と思われる埴輪の底部も確認された。

また 8号墳と周堀が切り合っている西側付近からは、主に須恵器片や土師器片が出土した。墳丘はト

レンチの断面観察から、地山面に黄茶褐色土と暗黄褐色土を積み上げて形成していたことか確認され

た。墳形は北側がやや隅丸方形状の形態を呈す円墳で、径約9.5mを測り、盛土の残存比高は約 Imで

あった。墳端の南側が用地境にかかっていたために、古墳の南部分については調査を実施することは

できず、全容解明には至らなかった。

周堀は、尾根の項部平坦面を分断するように東西方向にしか存在しておらず、北側については尾根

が急斜となるのでだんだんと周堀はなくなって、北東部分では全く認められない。形態としては、地

山面まで掘り窪めたものであった。また古墳の北東部分で部分的に深く掘り下げている地点が認めら

れた。これはこの付近から尾根が北束方向に大きく曲がるので自然地形に影響されたためではないか

と考えられる。その他の地点はほぼ同じく平均約20-30cmの深さを保って掘られていた。
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第 1節寺山古墳群の追構と迫物

71.Bm 

:..-=--= 
7
1
.
B
m
 

゜
lm 

1. 淡緑灰色土 2 . 暗黄褐色土 3. 黄茶褐色上

第 1図寺山 1号墳主体部(1/20)

埋葬施設（第 7図、図版 1-2) 

7号墳の主体部は、木棺直葬と考えられる。検出面での墓壊の規模は、長径約173cm、短径約62cmの

長方形の形態を呈する。検出面から床面までの深さは、約10-20cmと極めて浅かった。北側に大木が

あって木棺の北半部と棺痕跡は確認することができなかった。出土遺物の状況から頭位は東側と考え

られる。主軸方向はS60°Eである。

遺物出土状況・出土遺物（第 8-17図、図版9-14) 

7 号墳の埋葬施設内からは、直刀•鉄鏃・馬具・棺釘を含む鉄製品が多数出土した。また南西部の

周堀内から須恵器や士師器が、また北側の周堀・墳丘上から円筒埴輪片が出土している。

須恵器（第1・1図、図版9)

須恵器は破片が多く、復元・図化できたものを示した。 1はほぼ完形の大型の聴である。口緑部は

段を付けて外反しており、外面頸部と日縁部の境に鋭い突帯が巡っている。また胴部のもっとも張り

出したところに穿孔を外側から施して、内面は未調整である。また胴部には二枚貝による列点文が巡

っている。全体的にヨコナデを施しているが、内面底部はユピオサエによる調整を行なっている。 2

と3は、中型の甕である。 2は、頸部端部から胴部下半にかけて残存している。外面はタタキによっ

て調整されている。胴部の張り出した部分に凹線が上に 2条、下に 1条巡り、凹線の間に波状文が施

されている。また内面頸部と肩部の境にタテナデがみられる。 3は、口縁部のみ残存している。口緑

部は朝顔形に外反し、鋭い突帯が2条、その間に波状文が認められる。 4は杯身である。たちあがり

部分と項部を欠いている。外面の底部は左回転のヘラケズリを行ない、内面全体と外面の口緑部から

体部かけてヨコナデを施している。焼成状況は良好ではあるが、器表面の摩滅が著しい。 5と6は無

蓋高杯である。両方とも、外面の杯部から日縁部の境に突帯を巡らせている。脚部にはスカシが認め

られない。また脚部の裾はハの字形に開き、端部には上下2段の突帯が巡っている。 6は、直D壺の

口緑部である。わずかに外上方にのぴる日緑部に 2条の突帯とその間に波状文が巡っている。
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第 3章発掘調査の概要

土師器（第10図）

土師器も須恵器と同じく破片で主に西側周堀内から出土している。図化できたのは 5点で、すべて

浅い小皿である。口径は110-139mmを測り、器高は推定復元で18-28mmである。調整はユピオサエに

よる粗い成形を行なったのちに、ヨコナデを施す調整を行なっている。胎土は10を除き、緻密な粘土

を使用しており、焼成はすべて良好である。 9は底部内面にユピオサエの痕跡を明瞭に残す。 11は内

面と外面の一部に焼成時についたと思われる黒斑が認められる。

埴輪（第11-12図、図版9-10) 

出土した埴輪はすべて円筒埴輪である。焼成によって須恵質 (13• 14• 16• 21 ・ 22) と土師質 (15•

17,._,20• 23,._,27) に分けられる。図示できたものを含め、すべて破片で出土しているために全高やタ

ガの数等は明らかではない。口径は推定復元で、円筒形埴輪は20-23cm、朝顔形埴輪は38-46cm前後、

底径は13-19cmの数値内に入る。出土した埴輪片には、口縁部を含め胴体部分が大部分を占め、底部

はわずかしかなかった。色調は須恵質のものが橙色もしくは赤橙色で、土師質は浅黄橙色や淡橙色を

呈している。胎土は全体的に長石• 石英を含む砂粒の含有が多少はあるものの、須恵質• 土師質を問

わずその差異は認められない。すべて焼成は良好である。

13,..._,15 は朝顔形埴輪の口縁部である。東側周堀内から出土した。 13• 14の色調は砂粒を多く含んだ

赤褐色を呈するもので、口緑部は大きく外反している。外面は口緑部の端部を引き伸ばす時についた

指頭痕を消すように端部にはC種ヨコハケを施し、その他には全体に荒いタテハケを行なっている。

内面は荒いヨコハケの後、部分的に細かなヨコハケが行なわれている。接合面となるタガの裏側部分

はエ具によるナデが施されている。 15は全体的に器表面の摩滅が著しいが、外面はタテハケを施した

のちにタガを貼りつけている。内面は不明瞭ながらヨコハケが認められる。

16,._,20は円筒埴輪の口緑部である。色調は須恵質の16は橙色、土師質の17,..._,20は浅黄橙色を呈する。

すべて 8号墳と接する西側から東側にかけての周堀付近から出土した。 16は外面を荒いタテハケで整

え、 1.7,..._,20はB種ヨコハケによる調整が施されている。タガはすべて断面台形状を呈し、ハケによる

上部のナデが行なわれている。内面調整は荒いタテハケののちに口緑端部付近にはヨコハケが施され

る16や、また 2次調整のヨコハケが廉状になる17・18、荒いタテハケのみの23などが認められる。

透孔は 6個体に認められ、中でも16が最上段の口縁部に不整円形が 1つ、タガを挟んだ胴部 2段目

に正円形が2つ開いている以外は、すべて 2段目に円形孔が左右対象に穿たれている。

21,..._,26 は底部である。色調は須恵質の21 がにぶい橙色、 22が橙色を、また土師質の23• 24,..._,26は淡

橙色• 浅黄橙色を呈する。 21 は墳丘北西側からその他は周堀内から出土した。外面調整は21• 22のよ

うに荒いタテハケの後、部分的にエ具による斜め方向のナデが認められるものや、 23の一部省略され

たB種ヨコハケが施されたものや、 24,._,26のように器表面の摩滅が著しいが、わずかに縦方向のハケ

メが見られるものの 3 種類に分けられる。内面は21• 22が不定方向の指ナデ、 23はタテハケ、 24,...._,26

は指によるナデアゲが認められる。底部の端部は、ほぼ指や工具によるおさえ痕が認められる。

27は胴部である。色調は橙色を呈する。 8号墳と接する周堀内から出土している。外面はタテハケ

の後にB種ヨコハケを施し、内面は全体にナデを行なってタガの上部には連続するヨコハケが認めら

れる。タガの下部に透孔の一部分が認められる。

また17• 27の外面の線刻文は、先の尖ったヘラのような工具によって刻まれており、 17は下半を欠

き、 27はタガ上部の一部分のみで、その示す内容はともに不明である。
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第 l節 寺LI1,t; 項群の追構と遺物
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第 8図遺物出土状況(1/200)
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第10図 寺山7号墳出土土師器(1/4)
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第3章発椛為査の概要
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第11図寺山 1号墳出土埴輪 〔1〕(1/4) 

鉄器 （第13-16図、図版11-14) 

総数129点が、 tに埋葬施設と北側、西側の周堀内から出上している。
主体部内 （第13・14図、図版11・12)
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第 1節 .'f山古項群の遺構と遺物
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第12図寺山 7号墳出土埴輪〔 2)(1/4) 

1は平造りの直J)である。掘り方の南側にガを棺l勺側にむけて晶I]葬されていた。関は直角になる片

関で、茎胴部は輻が1.8cmと類直茎の形態をホし、や尻は直線をなすー文字I凡と考えられる。茎部には

目釘穴が2ヵ所空けられ、茎の背には柄の一部と思われる木質が残什していた， ｝）身部は蜂まで平均

して幅6-7 cmを測る。この直7Jは2ヵ所を人X.)的に弓状に折り曲げて、峠と 'f:l,i. を柁に接するよう

にして副葬されていた。鍔や鞘等は出tしなかった。

2~21は鉄製の鏃である。埋葬者の頭部から胸部付近と思われる地点からまとまって出上している C

器種はすべて長頸系の鏃で、鏃身頭部の形態から 2 秤類に分類できる。 A類 (2~ 8 ) は平片｝）造片

刃箭式の鏃である。平均すれば、鏃身長は27-38mm、最大幅9mm、最大Iが3mmを測る（ また 6の鏃身

には、横位の木質が一部残っていた。 B類 ( 9 ~12 ) は同じく片刃箭式ではあるが、鏃身関部に逆刺

を有するものである。その他、 13• 14は片 J)~紆式長頸鏃の刃部、 15• 16はK致鏃の鏃身関部である。

17~19 は鏃頭部である。関部はすべて台形に突起する。 20~21は鏃の頸部と苓部である 。

28• 29は小*Jの釘である。棺東側と頭部付近から出 tしている。28は頭部を欠くが、先端には横位

の木質が認められる。 29は頭部を打ちのばし、「L」字形に折り曲げて形成している。共に使用H的が

判然としないが、釘そのものが小品であることから小刑の箱等に用いられたものと考えられる。

30~33 は、用途イ＜明鉄器である。 30~32 ばすべて ·f'- 片刃造で、表上に近い拙り方求側の中央付近か
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第3章発掘調査の概要
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第 1節 寺山古墳群の遺構と遺物
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第14図 寺山 7号墳主体部内出土鉄器 (2〕(1/2) 
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第 3章発掘調査の概要
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第15図 寺山 1号墳周堀内出土鉄器(1/2)
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第1節 寺山古墳群の遺構と遺物

59 ー
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60 

゜
5cm 

第16図寺山 1号墳出土馬具(1/2)

ら出上している。平均、現存長43-63mm、最大幅30mm、最大厚4.5mmを測る。鎌もしくは刀子の一部と

考えられる。 33 は現存長27.2mm、最大幅13mm、最大厚8.5mmを測る。鋤先•鎌先などの農耕具の一種と

思われる。

周堀内（第15図、図版12• 13) 

34,-....,,55は釘である。南西側の周堀内から出土している。全体的に小振りなものが多い。しかし48な

ど比較的棺釘となりうるものも出土していることから、棺釘の存在も否定できない。

56は鎚である。南西側の周堀内から出土した。断面長方形を呈し、打込み部分を共に欠く。現存長

78mm、最大幅8.5mm、最大原4.5mmを測る。

57は不明鉄器である。 8号墳と接する地点から出土した。器表面の剥落が著しいが、先の30,....,,,32と

同様に鎌もしくは刀子の一部と考えられる。現存長86mm、最大幅20.8mm、最大厚5.4mmを測る。

馬具（第16図、図版14)

58,..._,60は馬具の轡部分である。すべて主体部の掘り方東側部分の表土付近から出土している。 58は

引手である。全体的に銹着が著しく、形態の把捏が困難ではあったが、現状で観察するかぎりでは直

径17mmを測る円形の環から44mmのところから折れており、引手壺の形態は不明である。先端の環には、
くくみ

連結に必要な円形の環の一部が折れた状態で出土している。また59•60の衡部分は中央の卿部分が破

損している。 60の衡先環の上部には引手に連結する環状の金属片が折れていた。形態としては、街部

分は 2個体の断面円形状の鉄棒を10-11回ひねって組み合わせた二連衡である。直径2cmの衡先環か
はみえだくつわ

ら弓l手につながる部分は、鏡板を介して引手に連結する、いわゆる鋪轡に分類される。

61は馬具の一部分と考えられるもので、南西側の周堀内から出土した。 58の引手と同様、断面方形

で、円形の環から約6.4cmのぴたところでほぽ直角に曲がる。また円形の環には薄い金属片が包み込む

ように張りついている。
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第 3章発掘調査の概要
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1表土 3 . 灰黄褐色土 5. 明黄褐色土
2 . 暗黄褐色土 4. 賀褐色土

第17図寺山 8号墳墳丘断面(1/80)

(2)寺山 8号墳

調査前の状況（第 4図）

寺山 8号墳は、 7号墳に西接して立地していた。調査前に現状確認をした時には、全く尾根項部の

乎坦な自然地形を思わせ、古墳という認識はできなかった。しかし、平坦面上に不自然な窪みが1ヵ

所あったので表土を除去したところ、主体部上部に掘られた盗掘壊と判明した。しかし『岡山市埋蔵

文化財分布地図』には記載がないので、「寺山 8号墳」として 7号墳と同時に調査に着手した。

墳丘と周堀（第 5・18図、図版2-5) 

墳丘は 7号墳と同様に地山面まで一度掘り下げ、灰黄褐色土と暗黄褐色土を積み上げて築造されて

いた。石棺を入れるための墓堀は墳丘築造後に盛土を掘り窪めて形成されていた。

周堀は、 7号墳とは異なり、尾根項部と南北の急斜面を除いた緩斜面部分の 4ヵ所に認められた。

7号墳と接する周堀部分は、断面観察により墳丘と周堀の一部が7号墳によって切られていた。

墳丘・周堀内から遺物は全くみられなかった。もともと副葬がなされなかったか、 もしくは築造当

初、副葬されていたがのちに築造された 7号墳によって遺物が整理されたのではないかと推定される。

埋葬施設（第19図、図版2-4) 

前述のように墳頂部の盗掘壊を精査したときに、表土の直下約20cmのところから箱式石棺を検出し

た。掘り方の平面形は隅丸方形状で、若干石棺より大きめに掘られていた。頭位は東側で、全長206cm、

輻80-90cmを測る。箱式石棺はこの掘り方の側部にそれぞれ面取りした石材を入れるため、さらに一

段掘り下げられていた。築成はまず東側の薄い小口石を据え、その後北側石を 3 枚• 南側石を 3-4

枚並ぺて、足位側にあたる西の小口石を閉じるように据えていた。棺の底部には何も敷かれていなか

った。石棺の内法は、長辺168cm、東小口側42cm・西小口側22cmを測る。主軸はS30°Eである。使用さ

れている石材は、この付近で多く産する流紋岩である。断面観察によると、盗掘塙は棺底部には到っ

ていなかったが、副葬遺物は出土しなかった。付近には割られた石が散乱していたことから盗掘塙は

南側石を抜き取るためのものと考えられる。
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第1節 寺山古墳群の遺構と遺物
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第18図寺山8号墳主体部(1/30)

(3)遣構に伴わない遺物

瓦片（第 4、20図）

調査を開始した際に、 7号墳の墳丘付近の表士の中から多くの瓦片が出土した。全体的に器表面の

摩滅が著しく、完形となったものはなかった。全部で平瓦が10点、丸瓦が1点出土している。

平瓦の28• 29は両面共にナデ調整し、断面はあまり屈曲しない。広端部の一部と狭端部を欠く。 29

は全体的に残存状況はよい。凹面側緑をわずかに面取りする。色調は28が灰白色、 29が浅黄色である。

30は両面に離砂が認められ、端面のヘラ切りと凹面側緑が面取りされている。色調は浅黄色である。

31,..._,35の凹面はナデ調整、凸面は離砂、未調整である。側面ヘラ削り、凹面側縁を面取りする。色調

は31• 32が灰白色、 33がにぶい黄橙色、 34が灰色である。

37と38は丸瓦である。 37の凸面がナテ、凹面は布目痕を残し、玉縁面・側縁をナデによって調整し

ている。また凹面の胴部側縁は面取りされている。この瓦がいかなる種類か浅学のため不明であるが、

炭斗瓦の可能性も考慮の範囲に入れたい。色調は明オリープ灰色である。 38は一般的な丸瓦である。
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第3章発掘調査の概要
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第19図 寺山 1号墳付近表土出土瓦(1/4) 

残存状況はきわめて悪い。凸面の調整は不明、凹面は縄H痕と棒状工具による内叩き痕を残す。色調

は、にぶい黄橙色である。地元民による聞き取り調査によると、当該地域は小字名で「薬師堂」と称

するとのことで、この地点に堂宇が建立されていたことは十分に推察される。時期は出土した多くの

瓦の器表面が著しく摩滅しているために不明ではあるが、残存状況が比較的良い37、38の凹面に施さ

れているコビキ法から考えて、安土桃山時代ごろが想定できよう。
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第1節寺山古墳群の遺構と追物

(4)寺山 9号墳

調査前の状況（第20図）

寺山 9号墳の発見は偶然によるものであった。寺山 7号墳.8号墳の調査を終えて、大日幡山の東

側にのぴる支丘の項上部に位置する大日幡山城の出丸跡まで調査機材を運ぶ時に山道部分で、周りの

乎坦な地形に比べて不自然に盛り上がった地点が見受けられた。しかし現地は当初の調査範囲に入っ

ておらず、立木の伐採がなされていなかったために周辺の詳細な遺跡の確認作業ができなかった。そ

の後調査依頼者を通じて用地内の立木の全面伐採を依頼し、終了後改めて周辺を見てみると、古墳状

の地形が2ヵ所並んだ状態で認められた。その後東側を「寺山 9号墳」、西側を「寺山10号墳」として

新たに調査範囲を設定し、調査に着手した。

しかし「寺山10号墳」とした地点は、調査の過程で南側にのぴる枝尾根へ登ってゆく古道の跡と判

明した。古道跡については後節の「第4地点」において詳述する。

墳丘と溝（第21図、図版2-6) 

まず調査は、調査区境に沿って南側にトレンチを設定することから開始した。このトレンチによっ

て士層の断面観察を行い、遺構の範囲を確認したところ、調査区束端部分から弥生土器片が多数出土

した。また南北方向にもトレンチを設定して、遺構の範囲が谷へ落ち込んでゆく約 Im手前まで広が

ることを確認した。結果、東西方向に約4.5m、南北方向に推定約5mを測り、墳形としてはほぽ方形

第 4地点

。
5m 

第20図 寺山 9 号墳•第 4 地点調査前地形測量図(1/150)

5m 

第21図寺山 9 号墳•第 4 地点調査後地形測量図(1/150)
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第 3章発掘調査の概要
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87.0m 

c
 

d 

87.0m 

1. 表土
2. 淡黄褐色土
3 . II (小礫を多く含む）

4. 黄橙褐色土
5 . II (小礫を多く含む）

第22図寺山 9号墳土層断面(1/40)

の形態を呈するものと思われる。調査は墳端東側の弥生土器が出土した地点から徐々に表土を除去し

て墳端部分を確認する作業を行なったが、調査区内では周堀は検出できなかった。このことは地形が

調査区北側で谷へ急激に落ち込み、なおかつ南側が枝尾根の鞍部となることから見て、周堀は尾根を

断ち切るようにコの字状に掘られているものと推定される。

｝溝は前述のように東西の端部でのみ確認され地山面を若千削りだして形成されていた。規模は幅約

O. 6m、深さ約0.3mを測る。

埋葬施設（第22図）

調査地点にかかった墳丘部分に計4本のトレンチを設定して主体部の確認を行なった。しかし地山

面まで掘り下げたが埋葬施設と思われるものは確認されなかった。このことから主体部は用地外に寸

地しているものと考えられる。

遺物出土状況・出土遺物（第23・24図）

前述のよぅに遺物は、東側用地境の溝付近から主に出土した。遺物はすべて弥生土器の小破片で、

復元できたものを図示した。

39は大型装飾高杯の口緑部分である。日縁の端部が上下に大きく拡張され、外面には半裁竹管文と

ヘラ描きによる鋸歯文が巡っている。内面には上面にヘラ描きによる鋸歯文が巡っていたものと考え

られる。調整としては全体にヨコナデが施されている。口径は復元推定で約313mmを測る。焼成は良好

でにぷい橙色を呈する。口緑端部の約1/8が残存している。類例としては倉敷市上東遺跡の東鬼川市調

査区の溝2から出土したものがあげられる。

40,-,...,42は甕の底部である。 40の外面には縦方向のヘラミガキが不明瞭ながら観察され、内面と底面

はナデが施されている。また外面には黒斑が認められる。底径は復元推定で約32mmを測る。焼成は良

好で色調は浅黄橙色を呈する。器底部の約1/5が残存している。 41は全体的にはナデ調整を行い、器底

面では端部を摘み出して厚みをもたせるようにしている。また外面には焼成時の黒斑が残っており、

器底面は未調整である。底径は復元推定で約58mmを測る。前述の40同様に焼成は良好で浅黄橙色を呈
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第1節 寺山古墳群の遺構と退物
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第23図 寺山 9号墳遺物出土状況(1/80)

--~::::::: ク

一
＼
ー
—
ー
ー
し
｀

．．
 

•• 

¥
4
3
 

／
 二
見

44 

•、三―~

¥W 
39 

ぃ45
―
贔
胃
讐
Iti -----麟I心三

46 

／三］＼・

10cm 

第24図 寺山 9号墳出土遺物(1/4)

する。底部の約1/3が残存している。 42の外面はナデによる調整の後に底部の端部を指で摘んで、わざ

と指頭痕を残している。底面も外面に引きだされた端部のために中心部分を残して、 えぐれたように

なっている。 このために底面はひどく不安定である。 また端部の直上には部分的に平たい板状のエ具

のようなものをあてた痕跡が数ヶ所認められる。外面の約2/3には黒斑が認められる。内面調整として

は縦方向のヘラケズリが施されている。底径は40mmで焼成は良好である。色調は黄橙色を呈している。
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第3章発掘調査の概要

43~47は高杯である。 43 は杯部と脚部に別れている。杯部は皿部のみで口縁部を欠くため全体像が

不明ではあるが、形態からみて上方に湾曲しながら外方向へ立ち上がり、端部は丸くなるものと考え

られる。・調整としては器表面が摩滅していて不明瞭ながら、杯部・脚柱部の内外面に縦方向のヘラミ

ガキが施されていることが確認できる。脚部は柱状部分のみ残存していて裾部を欠く。調整としては、

脚柱部の内面に絞り目が認められる。また脚柱部には円孔が左右両方に穿たれている。杯部の最大径

は115mll!で、脚柱部の現存長は58mmを測る。焼成は良好で、色調としてはにぶい橙色を呈する。全体の

形態としては杯部と脚部が別造りで、後に杯部に脚部を挿入する「差し込み法」といわれるものであ

る。 44は口縁端部である。皿部から日縁端部にかけての部分が残存しており、端部は丸くなっている。

内外面ともに縦方向のヘラミガキが施され、皿部と端部の接合点にはヘラによる沈線が1条認められ

る。前述の43と同種のものと考えられる。また外面にはわずかではあるが、朱が認められた。 45は脚

部である。残存状況は柱状部分の半分のみで、杯部の全体と裾部を欠く。 43の脚部と同じく別造りと

なる「差し込み法」といわれるものである。内外面ともに器表面が摩滅しているために調整は不明で

あるが、わずかに外面に縦方向のヘラミガキ、内面に絞り目が認められる。残存長は約70mmである。

焼成は良好で、色調は浅黄橙色を呈している。 46は裾部である。裾部全体の約1/2が残存している。外

面は縦方向のハケによる調整の後にヘラミガキが施されている。脚柱部から続く屈曲部から緩やかに

外方向に広がり、裾端部は指によって上方につまみあげられている。内面はハケ状のエ具によるナデ

が施されており、屈曲部にはナデと板状工具をあてた痕跡が部分的に認められる。中央部分に円孔が

1つ配されている。底部の径は復元推定で204mmを測る。焼成は良好で、色調はにぷい黄橙色を呈して

いる。 47は脚柱部である。全体的に器表面の摩滅が著しいが、わずかに外面には縦方向のハケメ調整

後に下半にヘラによる 6条の沈線を巡らせていることが認められた。内面は全体に絞りの後にナデに

よる調整が行なわれ、断面からは粘土紐の巻き上げ痕が認められる。最大径は復元推定で約57mmを測

り、かなりの大型高杯の脚部と考えられる。焼成は良好で、色調はにぶい橙色を呈している。

48は細頸壺の頸部の付け根部分である。比較的に残存状況は良い。外面調整は、縦方向のヘラミガ

キが行なわれており、部分的に朱の付着が認められた。口縁部はラッパ状に開くものと考えられる。

形態としては頸部の側に胴部と接合するために端部を「ハの字」に屈曲させて胴部に密着させ、頸部

と胴部を接合する部分には、接合がスムーズにできるよう粘土紐を貼りつけて突帯状にして巡らせて

いた。突帯の上部にはヘラによる刻み痕や沈線が全体的に巡っている。内面の上部にはエ具によるナ

デが、また付け根部分には不定方向のナデが施されている。現存長は約61mmを測る。現存する頸部の

最大径は約36mmを測り、突帯部分は最大径46mmを測る。焼成は良好で、色調は橙色を呈している。

これらの土器は、弥生時代後期の中頃、上東編年では鬼川市II-III式の中間期に相当し、高橋編年

ではVIII-b形式にあたる。

その他、直接的に遺構とは関係はないが、寺山 9号墳の北東部分から釘2点、板状製品 1点の計3

点の鉄製品が出士している。いずれも後世のもので、山項の大B幡山城に関連するものではなかろう

かと考えられる。
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第 2節 大日幡山城出丸跡の遺構と遺物

1)大日幡山城の概要

大日幡山城は、吉井川下流域の岡山市楢原・内ケ原・寺山にまたがった独立丘陵である大日幡山の

山項部分に位置する。城は東から南側に吉井川と千町平野を見下ろし、北側と西側は山閣道を見渡せ
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る位置にある。当該地区は備前国のなかでも陸上• 水運交通の要衝の地であり、戦略上重要な場所で

あるといえる。

築城時期や沿革は不明であるが、文明15(1483)年の福岡合戦の時に備後国の山名俊豊が本陣を置

いており、 また戦国時代後半期には島村観阿弥が在城していた、 と史料には記されている。

また遺構については、未だ発掘調査が行なわれていないことや曲輪の測醤等も行なわれていないこ

とから城としての実態は不明である。
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第2節 大H幡山城出丸跡の遺構と遺物

2)調査の概要

出丸跡の調査は1780面を対象面積として実施した。全面調査に入った 4月当初、保安林の解除申請

のために用地内の立木伐採が遅れ、全容を知ることができなかった。 しかし伐採終了後には、束側の

急斜面を登り切った海抜108mの地点に約80Qmzほどの面積を有する平坦面（郭面） が広がっているこ

とが判明した。出城跡の立地について見てみると、道が認められた西斜面以外はすべて急斜面となっ

ており、容易に近付くことができない状況であった。

当初、 山林が保安林の指定を受けていたことから郭面上には比較的遺構・遺物が良好に残っている
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第3章発掘調査の概要

と予想され、これら遺構・遺物の有無を確認するために東西方向にトレンチを設定して調査を開始し

た。しかし予想に反して遺構と遺物はわずかしか確認されず、結果として出丸跡の遺構は大きく分け

―れば、郭面と背後の堀切、郭面と堀切の中間斜面上に位置する小規模な土塁から構成されていること

が判明した。

{ 1)郭面上の遺構と遺物

大日幡山城の出丸跡の遺構は、前述のように支丘項部の郭面と背後の摘手側に掘られた堀切によっ

て構成されている。

郭面は東西約45m、南北約27mのはぽ卵形の形態を呈する。現地表面を除去すると、もっとも高く

なる中央部分ではすぐに岩盤が認められ、郭面の端部付近では岩盤上に黄褐色の盛土と砕石による平

坦な人工造成面が形成されていた。郭面から見た傾斜は、西側以外は急斜面である。遺構は郭面全体

に散在する柱穴群と土壊群である。

柱穴 1 (第30·35図、,• 図版3-9) 

郭面中央部分からやや東側から検出された遺構である。平面はほぽ円形状を呈し、径約140cm、検出

面からの深さは約90cmを測る。掘り方は上方に向かって開く U字形で、郭面上のどの柱穴よりも深く

安定しており、底面は平坦である。中心部分には柱痕跡が認められた。

出土遺物は、底面付近から出土した鉄製の釘が1点のみである。 1は小型のもので、断面正方形を

呈する。現存長37mm、最大幅4.1mm、最大厚2.5mmを測る。頭部は打ちのばして、「L」字状に折り曲げ

て形成されている。胴部には錆膨れによって先端部分が剥離している。

土壊 1 (第31• 35図、図版4-10) 

郭面の西端部分から検出された遺構である。規模は、長径約210cm、短径約170cmを測る楕円形状の

士壊である。深さは、検出面より約40cmで、掘り方が浅い鉢状に肩部が緩やかに下がり、底面はやや

丸みをもった平面である。埋土は、黒灰褐色土の 1層だけである。

遺物は、全く認められなかった。

土壊 2 (第32図、図版4-11) 

郭面中央部分の北側斜面から士壊3とともに検出された遺構である。本来ならば、郭面以外の遺構

として記すべきものではあるが、郭面端部の盛土が流出したために、郭面外になっていると考えられ

るので、ここでは郭面上の遺構として記しておく。

規模は、約180cmのほぽ円形に近い土壊である。深さは、検出面から深いところでは約80cm、浅いと

ころでは約30cmを測る円形の土壊である。埋士は、茶褐色土の 1層のみである。

遺物は、鉄器が 2 点 (2• 3)出土している。ともに釘である。 2は断面長方形を呈し、頭部の一

部と先端部分を欠く。現存長は35.9mm、最大幅8.8mm、最大原9.9mmを測る。頭部は打ちのばして折り

曲げている。 3は断面がほぽ正方形状を呈しており、先端部分を欠く。最大長は26mm、最大幅3mm、最

大厚4mmを測る。頭部は撥型に開き、 T寧に打ちのばして「L」字状に形成されている。先端部分を欠

き、胴部途中で折り曲がっている。

土壊 3 (第33図、図版4-12) 

土塙2の西側約7mの地点から検出された追構である。規模は、長径約230cm、短径約160cmを測る

不整楕円形状の土塙である。深さは最大120cm、最小50cmを測る。

遺物は全く出土しなかった。
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1 . 茶褐色上
2. 灰褐色土
3. 灰黄褐色土
4. 黄視色土

平面•断面(1/40) 第32図 土壊 1

I . 黒灰褐色土

平面•断面(1/40)

108.0m 

畔

1. 茶褐色土

。
lm 

第33図 土壊2
。

1m 

平面•断面(1/40) 第34図 土壊3平面•断面(1/40)
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第36図柱穴 1• 土壊2 出土鉄器(1/2)

溝状遺構（第34図、図版5-13) 

郭面南西端、虎口から約5mの地点から検出された遺構である。郭面から斜面にかけて流れ蕗ちる

ように下方ほどラッパ状に広がっている。規模は検出面から郭面上部分では約10cm、斜面部分では深

いところで約30cm、平均約20cmを測る。

断面は郭面上では浅い皿状で、斜面部分ではほぽ垂直に掘り窪めて一部深くした形態を呈していた。

底面は郭面部分ではやや丸みがあり、斜面部分では平坦な部分と丸みのある部分が認められる。埋土

は郭面を形成していた黄褐色土で埋没しており、廃城後に埋没したことが推察できる。

遺構の性格は不明で、周辺には付随する遺構は認められなかった。

遺物は全く出土しなかった。

その他、郭面上からは多くの柱穴群を検出した。しかし全く遺物は認められず、掘り下げても約10

cm程度で岩盤面にあたるために、その遺構としての存在すら疑われるものである。しかし、後述する

郭面以外から出土した遺物の中には鉄製の釘があることから、郭面上には建物や柵を含むその他の構

築物が立地していたことは十分に考えられる。

また東側と西側の各斜面には道が現状で認められるが、郭面上には道に対応する虎口の門等の遺構

は検出されなかった。同じく郭面を巡る柵も見られなかった。
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第 2節大日幡山城出丸跡の遺構と遺物

(2)郭面以外から検出された遣構と遣物

郭面以外で検出された遺構は、郭面西側に掘られた堀切と郭面から堀切に下りてゆく中間部分に位

置する土塁、郭面の北東斜面上に検出された構築遺構がある。

堀切（第36図、図版5-14・15)

主郭の西端から直線距離で約lOmの地点で検出された遺構である。その形態は郭面から西斜面をお

りた細い尾根の項部から直線距離で北側は最大約lorn、南側は約20mと南側が長く掘り窪められてい

る。全体的に東方向に緩やかな弧を描いている。

その断面は幅が最も広くなる北端で約7m、最も狭くなる南端部分では約5mを測る。形態として

は尾根の項上部、すなわち郭面から下りてくる道がいたる東側の地点では、切岸状に垂直に岩盤が切

り取られて底面が平面になる箱掘状の形状を呈しており、西側は上橋状に地面が掘開されずに残され

ていた。

これらの調査結果から据手側の防備という観点から、とうてい攻撃側の流入を免れないように思わ

れるが、郭面から下りてくる道が輻2m弱と狭く、後述する土塁とあわせて一度に多くの攻撃方が本

丸に入り込めないような遺構の配置になっているものと考えられる。

a
 

。
Om 

第37図掘切•土塁平面(1/300)
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土塁（第36図、図版5-15) 

郭面の西端、虎日部分から約Im下が

った地点に検出された遺構である。現状

では全く確認できなかったものである。

幅約Im、全長約5.5mを測り、弓形の形

状を里するものである。

断面を観察すると、地山面に拳大の砕

石が約80cmほど直接盛り上げられていた。

土塁の北端は、削りだして形成されてい

＼ `  ＼ `  ＼ヽ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ 

107.0m 

゜
1m 

1 . 淡黄掲色土（微砂層）
2. 淡黄褐色土（粗砂層）
3. 暗黄茶褐色土（淡買褐色土が縞状に混入）
4. 暗黄茶褐色土

5. 暗賀褐色土
6. 淡茶褐色土

第38図 構築遺構乎面•断面(1/40)

る道部分に接していた。構築の過程とし

ては項部の郭面を築造後に道の部分とあ

わせて、一度削りだして形成されていた

ことがわかった。

しかしf弱手側に土塁を築くことに疑問

を抱くものであるが、土塁を築くことに

よって斜面を広がって駆け下りようとす

る攻撃側を道部分に集中させて、攻撃力

を縮小させるためのものではなかったか

と推察される。

構築遺構

（第37図、図版6-16• 17) 

郭面から急斜に下がってゆく北東斜面

から検出された大型の土壊状に掘り込ま

れた遺構である。

東西方向は 3m以上、南北方向は約4.6

mを測る不整楕円形の形状を呈する。地

山面を人為的に掘り窪めて、北端部分に

は大礫が配筐されたように検出された。

埋土は、人為的に掘り窪められた地山

面の上に、黄褐色士と茶褐色土が重ねら

れていた。 しかし盛られた土のうち、中

間部分には小礫とともに暗黄茶褐色土と

淡黄褐色土が縞状に盛られていた。

造物の出土はなく、性格は不明である。

その他、堀切の西側に、約6mと15mの

地点にトレンチを設定して遺構の有無を

確認したが、表土の直下は岩盤で、遺構

らしいものは確認できなかった。
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第2節大日幡山城出丸跡の遺構と遺物

遺構に伴わない遺物（第38図、図版16)

主に郭面北側斜面を中心に若千の遺物が出土した。その中でも実測可能な土器6点(1,.._,6)、瓦片

2 点 (7• B)、石器 1点 (g)、金属器7点 (10,.._,16) について図示している。

1 は、備前焼大甕の肩部である。北側斜面の土塙 2• 3付近から出土した。外面調整は全体にヘラ

ケズリを行っている。内面は外面同様ヘラケズリを行なって、上半部では粘土紐の巻き上げ痕を消す

ように接合面に指頭圧痕を施して、さらに指によるナデが行なわれている。焼成は良好で、色調は外

面がにぶい赤褐色で、内面が灰赤色を呈する。時期的には15世紀後半から16世期初頭のものと思われ

る。

2• 3は、土師質土器椀の底部である。ともに上半部分を欠き、北東斜面から出土した。焼成はと

もに良好である。 2の調整は、外面がユビオサエの後にナデを施し、高台部分はヨコナデによって調

整されて胴部に貼り付けられている。内面は外面同様にユピオサエの後にナデを施されている。外面

には若千、指頭圧痕が認められる。現存高は38mm、高台の径は68mmを測る。色調は内外面ともににぶ

い黄橙色を呈する。 3の外面調整は全体にナデ、高台部分は指ナデによって調整されている。内面は

ユビオサエの後にナデが施されている。内面には部分的に指頭圧痕が認められる。高台部分の貼り付

けは、外面にはその痕跡が顕著である。また内側の調整は不十分で、体部との接合部分には段が認め

られる。現存高は24mm、高台の径は56mmを測る。色調は内外面ともに浅黄橙色を呈している。

4 ,..._, 6は皿である。南西斜面から出土した。 4以外は破片で出土したので残りが非常に悪い。しか

し焼成はすべて良好で、種別として 4は須恵質、 5• 6は上師質である。 4は日縁部の一部分を欠く

が、ロクロによる調整が丁寧に行なわれている。外面の高台となる部分は、ロクロ回転中に糸切りに

よって切り取られているが、切り取り後の調整は未調整である。日径は122mm、器高は21mmを測る。色

調は内外面ともに灰色である。 5は粘上板を指によって巻き上げたのち、全体に仕上げとしてナデを

施している。口径は155mm、器高は約22mmを測る。色調は内外面ともににぶい橙色を呈している。内面｀

には全体的に煤のようなものが付着していることから灯明皿として使用されたのではないかと考えら

れる。 6は5と同様に厚い粘上板を指によって巻き上げて、全体に仕上げとしてナデを施したもので

ある。底部の径は57mm、現存高は11mmを測る。色調は内外面ともににぶい橙色を呈している。 7は北

東斜面から出土した須恵質の平瓦である。調整としては凸面凹面ともに全体に布目痕を残している。

側面および凸面側縁はヘラによる切り離しと面取りがなされている。色調は灰色を呈している。 8は

主郭の中央北側斜面の表土直下から出土した丸瓦である。凸面は磨き状のナデが施されており、玉縁

面と連結面はにはヨコナデが行なわれている。凹面は布目痕を残しており、さらにその上から棒状の

叩き具によってタタキが施されている。凹面の側緑部はヘラによる切り離しと面取りが施されている。

色調は灰色を呈する。時期は凹面の調整方法から室町時代以降と思われる。

9は北東斜面から出士した砥石である。断面長方形の形状を呈し、その下半部分を欠く。 4面中、

3面が非常によく使用され、輻が狭い両側面は使用方向がはっきりとわかるものである。現存長57mm、

最大幅49.5mm、最大厚20.2mmを測る。石材は流紋岩製である。

10,.._,16は鉄製の釘である。 10,.._,15は北東斜面から、 16は主郭の中央南側からそれぞれ出土した。断

面はすべて正方形の形態を呈している。頭部は撥型に開き、打ちのばしてL字状に折り曲げている。

17は永榮通資である。郭面の西端部分、虎日のL字状に整形された北側斜面から一点のみ出土した。

完形品である。
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第 3節 その他の地点

第 3節 その他の地点
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第1地点（図版7-20) 

当該地点は寺山 7号墳.8号墳の東側、約20-3Qmの地点に設定

した調査区である。寺山 7号墳.8号墳の付近までは比較的尾根の

項部が狭く、規模の大きな遺構の立地は考えにくい。

点の周辺は安定した平坦面が現状でも認められる。当初の設計では

しかし第 1地

尾根の項部をさけて北側斜面に工事用道路を建設する予定であった

が、設計変更によって項部には周辺の畑に給水するポンプ場が建設

されることとなり、急遠調査に着手した。

計4本のトレンチを設定し、表土除去を依頼者を通じて業者に委

託して行なったと表土を除去すると明黄橙褐色の土が検出され、直

下には岩盤が認められた。調査はトレンチに加えて、項部の用地境

まで範囲を広げて遺構の検出を行なったが、予想に反して全く遺構

およぴ遺物は認められなかった。

第2地点（第39図、図版7-21) 

当該地点は、寺山 7号墳.8号墳の東側に接して設定された調査

区である。当該地点付近は比較的平坦な地形を呈しているが、古墳

から東側では前述の第 1地点にかけて緩やかに登っている。第 2地

点は、第 1地点に先行して調査が行なわれたもので、第 1地点付近

から遺物の流入がなかったかの確認を行なうものであった。

全長19mのトレンチを設定して確認を行なった。表土を除去する

と黄褐色土が認められ、直下に地山面が検出された。

においても遺構・遺物は確認されなかった。

第3地点（第40-42図、図版8-22・23) 

また当該地点

当該地点は、寺山 7号墳.8号墳から緩やかに上ってゆく約1am

の地点に設定した調査区である。細い尾根の項部といえども現状で

確認できない遺構がまだ検出できるのではないかとの観点から尾根

の項部に並行してトレンチを 1本設定した。表上を除去すると、黄

褐色土と地山面・岩盤が認められた。その後トレンチの束端から約

2mの地点から組合せ式の土器柁が出土した。その他、

ら追構は確認されなかった。

トレンチか

土器棺が出土した地点を広げて全体の遺構検出を行なったところ

この土器棺は、地山面を約10cmほど掘り窪めたところに 3個体の土

師質の甕を組み合わせて埋納していた。覆上等の外部施設は全く認

められなかった。また遺物は棺内外からなにも出土しなかった。
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第41図第3地点断面(1/80)
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第42 土器棺平面•断面(1/10)

出土遺物（第42図、図版15)

1は東側に置かれていた土器である。上半部と底部を欠いている。外面はタテハケが施されており、

底部に近い部分にはヨコハケがなされていた。内面はユビオサエの後に横方向のナデが施されている

が、全体的に指頭圧痕が残存している。底部付近には補強のためか、調整の後に粘土を継ぎ足して厚

みをもたせ、エ具による横方向のナデが施されている。また外面には底部に近い部分に籾圧痕が1ヵ

所認められる。現存高は195mm、胴部の最大径は298mmを測る。焼成は良好で、色調は外面が橙色で、

内面がにぷい橙色を呈している。

2は中央部分に置かれていた士器である。底部を欠いている。口縁部から頸部のくぴれ部分までは

丹念にナデが施され、口縁部の端部は調整の最終段階で下方に張り出すように整形されている。調整

方法は 1とほぽ同じで、外面が胴部全体にタテハケが施されているが、底部付近はヨコハケも施され

ている。内面は、ユビオサエの後にナデが全体の施されており、下半部分には指頭圧痕が残存してい

る。また部分的にヘラ状のエ具をあてた痕跡も認められる。 IJ径は246mm、胴部の最大径は256mmを測
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る。焼成は良好で、色調は内外面ともに橙色

を呈する。

3は西側に阻かれていた土器である。底部

を欠いている。この士器は、他の 2個体のも

のとは調整方法が若干異なっている。口縁部

付近の調整は、 2と同じように丹念にナデが

施されているが、ナデの後にユビオサエを行

なうことで口緑部に原みを持たせている。胴

部の外面調整はヘラミガキが、内面は全体に

ナデが施されている。口径は268mm、胴部の最

大径は239mmを測る。焼成は良好で、色調は内

外面ともに橙色を呈している。

形態的には赤繋郡山F易町便木山遺跡出土の

K7に類似しているので、時期的には 6世紀

後半の所産ではないかと考えられる。

第 4 地点（第43~45図、図版 8 -24) 

当該地点は寺山 9号墳の西側に接した調査

区である。当初、 トレンチを南北方向に設定

したところ、地山面を掘り込んだ古墳の周堀

状の遺構が確認され、さらに平面的に調査範

囲を広げると、周堀状に掘り込まれた遺構が

設定した調査区の西側では、南側へ曲がらず

に地形にあわせるかのように蛇行しながらの

びていった。

これらのことから、他に遺構らしきものが

現状では認められないこと、また尾根の項部

に沿ってのぴていること、等から考えて古道

の跡ではないかと考えられる。

出土遺物としては、調査区の中央部分から

丸瓦片 4が1点出土した。 4は凸面が叩き痕、

凹面は布目痕を明瞭に残り、側面はヘラによ

る面取りがなされている。使用された粘土が

悪質ではあるが、焼成は良好で、色調は明オ

リープ灰色である。

時期は不明である。

第3節 その他の地点
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第43図土器棺(1/4)
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第45図 第4地点各断面およぴ出土瓦片(1/60、1/4)
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第4章考察

今回の調査は、弥生時代の墳丘墓から中世期の山城跡まで時代幅・遺構と遺物の出土状況等非常に

興味深く、また示唆に富むものであった。ここでは寺山 7号墳と出丸跡について、そしてその成果に

あわせて山項部分の大H幡山城についても若干の知見を得たので述べてみたい。

寺山 1号墳

寺山 7号墳の外部施設には、墳丘上に前半期の古墳にはよく見られる葺き石が全く検出されなかっ

た。多分に墳丘を形成していた盛土部分が流出したためとも考えられるが、結果何も確認されなかっ

た。また 7号墳は円墳として報告したか、北西側の墳端が明確ではないものの隅丸方形状の形状を呈

しており、あるいは方墳の可能性も考慮しなければならないかもしれない。

次に主体部についてであるが、墳項部分から 1ヵ所、木棺直葬の形態で検出された。墓壊の掘り方

が検出面から約10-20cmと浅かったが、棺痕跡も検出できなかった。しかし棺の大きさなどから考え

ると、墓壊の深さは数十cm、盛士は約 1mほど現状より高かったものと推定されるが、須恵器などが

特に西側周堀内だけに堆積していたことは、この地点が現在の山道として使用されていたことから人

為的に削平された可能性が考えられる。

7号墳の出上遺物は、大きく士器類と金属器に分けられる。士器類はさらに上器と埴輪に分かれる

上器の中では唯一、時期が押さえられる須恵器は、田辺編年ではTK208-23の中におさまる。また須

恵器とともに出土した土師器は破片であったために明確な時期は認められない。埴輪については、川

西宏幸氏の分類編年に従えば、 IV期に比定される。一部のものにV期の初現的様相を呈する埴輪片が

含まれているが、大方IV期の範疇に入るものと考えられる。また線刻文を有する埴輪片は、類例とし

ては瀬戸町の陣場山遺跡群から出士した埴輪棺、倉敷市王墓山遺跡群の西の平古墳・法伝山古墳の円

筒埴輪に認められるのみである。今回出土した埴輪片の示す内容が、出土状況などから不明であるこ

とを残念に思われるが、描かれた線の鋭さなどから、なんらかの意味を為すものであることは認めら

れよう。 ・

金属器は鉄製の武器類・農工具類・釘類に分けられる。出上したすべての鉄器の中で釘と思われる

ものが多数出上している。その構成比率を見てみると、鏃など武器類が全体の46%、以下、釘類は45

％、鎌・刀子等の農工具•小型品類は 9%を占めている。釘とおぽしきものが、鏃とともにほぼ同数

出上している。釘は大型品と小型品があり、大型品については棺釘の可能性を指摘した。棺釘の存在

については、県下のこの時期には類例がなく、同時期と考えられる総社市の隋庵古墳などのように鎚

を用いて棺を打ちつけている例が多い。また小型の釘については小型の箱に用いられたとしたが、木

質が残存する28などはその可能性があると思われるが、 3s,...._,43といったものは理解に苦しむところで

ある。今のところでは馬具の衡部分が出土しているので馬具に伴う鉄鋲の可能性を指摘するに留めて
(6] 

おきたい。棺の南側から出土した直J]は、臼杵勲氏の分類編年によれば5世紀後半にもとめられる。

このことは先に指摘した須恵器の時期と同じである。また直刀の出土位置や柄の方向から頭位は東側

と考えられる。本文では触れなかったが、主体部内から青銅製品の破片が2点出土している。出土地

点は不明であるが、青銅製品の副葬が行なわれていたかもしれない。馬具の形態については、この時

期の出士例が当該地区近辺では確認されていないことから類例は不明である。県下全域にその類例を
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第4章考察

求めるならば、津山市教育委員会が調査を行なった一貫西遺跡の 3号墳から出土した轡部分があたる
(7) 

ものと考えられる。ただ寺山 7号墳から出土したものは引手が明確に復元ができず、また一貫西追跡

3号墳出土の轡のような粗雑感は認められない。時期的には一貰西遺跡3号墳は、出土した須恵器か

ら5世紀末頃としているので寺山 7号墳の時期とも符合する。

以上のことから寺山 7号墳の時期は 5世紀後半と推定される。また西側に隣接している寺山 8号墳

については 7号墳より先行することが周堀の状況からわかっているので、 5世紀後半以前であること

がわかる。

大日幡山城出丸跡

県下の多くの城郭において実際に発掘調査が行なわれてたものは少ない。今回の発掘調査では調査

範囲等の問題もあるが、わかったこととして遺構が全体的に希薄で、山項に位置する大日幡山城に対

して独立的に郭が構成されているが単独のみでは有効な攻撃・防備が為し得ないこと、また生活を行

なうために必要な水の手が現状では全く認められなかったこと、遺物の出土状況もほとんど認められ

ず生活の跡が感じられない、などから当該城跡が山項部分の本城に伴って形成された出丸跡であると

の結論に至った。なお、郭面上に遺構が全く検出されなかったことを見方を変えるならば、立地的に

東側の吉井川、千町平野が見渡せるので見張り台として、また広い郭面を有するので有事には兵士の

待機所などとして使用されたのではないかと推定される。

時期は出土遺物が少なく年代決定が困難ではあるが、北側斜面から出土した備前焼片が示す年代が

15世紀後半から16世期初頭であり、郭面西側の虎日付近から出土した永榮通賓の初鋳年代が1408年で
(8) 

あることから上限として15世紀中頃、室町時代前半期がもとめられるであろう。

大日幡山城について（第47図）

現在に至るまで大日幡山城については、岡山市教育委員会による遺跡の分布調査が行なわれていた

だけで、発掘調査をはじめ詳細な測量図さえ作成がなされていない山城の 1つである。また文献史料

から見てみると、文明15(1453)年の福岡合戦の際に、松田方の援軍であった備後国の山名俊豊が本

陣を置いたことが知られている。しかしその前後の状況については判然とはしない。今回、東側に位

置する出丸跡の発掘調査を実施したこととあわせて縄張りの踏査を行ない、将来加筆・訂正がなされ

るではあろうが大日幡山城について若干の知見について述べてみたい。
(9) 

大B幡山城の遺構は、現状では径約zom、高さ約2mの土壇が確認されている。改めて確認してみ

ると、海抜約ISOmの山項部分に東西方向に長い隅丸長方形の形状を呈した山城跡が確認できた。

その縄張りを詳細に見てみると、最も高い山項部分には、東西約gm、南北約14mの長方形状の土

壇が土盛状に形成されている。この長方形状土壇の西側には変則的に東西方向約1amの腰曲輪が付属

している。さらに土壇から 1段下がった地点には土壇を圃むように帯状に曲輪が形成され、この曲輪

の端部には高さ約 Imの土塁が確認された。この土塁に囲まれた面が主郭部分になるものと推定され

る。帯状の曲輪から東側へ約3mの比高差を経て、東端の幅約12mを測る三日月状の大手曲輪に至る。

この曲輪の東北端部には北側の出城に向かうと思われる斜面を掘り窪めた道が接続しており、虎日が

存在するものと推定されるが現状では確認できない。

これら構造的特徴から見ると、 しっかりとした本格的な有事籠城型の山城と考えられ、福岡合戦の

際に短期間だけ使用するために築造された俄造りの城ではないことは明白である。また有事籠城型の

山城ならば平時の生活拠点となる根小屋が山麓にあるものと考えられるが、字名の検討や付近の発掘

-46-



＼ 

,_ヽ、入~150m

＼ 

ロ--~ 

100m 
~ 

-47-



第 4章考察

調査がほとんど行なわれていないことから未確認である。また遺物は認められなかった。

最近の研究によれば、南北朝期から室町時代前半期の山城の特徴は、連絡用・守備用の帯曲輪を重

視しており、比較的粗雑で平面的であるのに対して、戦国期の山城は築城目的が純軍事的から領国支
伽）

配に重点が移ったことから石垣等が築かれて高さを強調した作りを為している。このことから大日幡

山城を見てみると、土壇を中心とした広い帯状の曲輪が形成され、東側の大手曲輪などが高さをもっ

て築かれている。また文献においても文明年間以前のことが判然としないが、南北朝期から室町時代

前半期の山城と戦国期の山城の中間的構造を呈していると考えられるので、縄張りの形態のみで考え

るのであれば、室町時代前半期に築城されたと考えることが妥当と思われる。

この他、出丸跡ではないかと考えられている遺構が今回調査を行なった東側のほかに、北側1ヵ所

と南側に 2ヵ所指摘されている。北側については、『岡山市埋蔵文化財地図』では、わずかに士壇が確

認されているだけでその規模は不明である。踏査の結果、東西約7m、南北約8mの三角形状の乎面

が認められた。土壇•土塁等の存在は不明であるが、郭面の端部は南側が不明瞭ながら、その他は端

部を切り出して築造されていた。また南側2ヵ所の山城跡については、今回の調査地点から距離が離

れていることや、発掘調査と並行しての確認作業であったので確認ができなかった。
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1 寺山7号墳.8号墳

調査前全景

（東から）

2 寺山1号墳主体部

検出状況（西から）

3 . 寺山7号墳主体部

直刀出土状況

（南から）

図版 1



図版 2

4 . 寺山 8号墳主体部

検出状況（西から）

5 . 寺山 7号墳.8号墳

調査終了全景

（東から）

6 . 寺山 9号墳

調査終了全景

（西から）



7 . 出丸跡調査前全景

（束から）

8 . 堀切部分

調査前全景

（東から）

9 . 柱穴 1完掘状況

（東かり

図版 3



図版 4
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11 

土凛 1完掘状況

（束から）

土壌 2完掘状況

（東から）

12. 土壌 3完掘状況

（東から）



図版 5
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13. 溝状遺構完掘状況

（西から）

14. 堀切部分 （南側）

検出状況（南から）

15. 堀切 • 土塁

調査終了全景

（北西から）



図版 6
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16. 構築遺構検出状況

（東から）

17. 構築遺構土層断面

（南から）

18. 出丸跡調査終了全景



19 出丸跡全景

（福岡城跡を咽む）

（南西から）

20. 第 1地点作業風景

（南から）

21. 第 2地点

調査終了全景

（西から）

図版 1



図版 8

22. 第 3地点土器棺

検出状況（東から）

23. 第 3地点土器棺

出土状況

（南から）

24 第 4地点

調査終了全景

（北から）



図版 9
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寺山 7号墳出土須恵器・埴輪(1)



図版 10
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寺山 1号墳出土埴輪(2)



図版 11

寺山7号墳主体部内出土直刀
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図版 13

},. L 
35 

34 

40 
141 

36 1 37 '42 J 43 

) 47 

45 -46 

44 

L 
50 

48 

49 l立
＇ 53 

54 
55 

57 

寺山1号墳周堀内出土鉄器(2)



図版 14
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寺山7号墳出土馬具



図版 15

第 3地点出土土器棺
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